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】直近10年のマツノザイセンチュウ分布拡大の記録

１　

は
じ
め
に

「
松
く
い
虫
被
害
」
は
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
」（
媒
介
昆
虫
）
が
樹
体
内

に
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」（
病
原

体
）
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
カ

マ
ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
が
枯
れ
る
樹
木
の
病
気

で
す
。

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
検
出
方
法
の

紹
介
と
、
直
近
10
年
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
分
布
の
拡
大
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

２　

松
く
い
虫
被
害
の
調
査
内
容

各
振
興
局
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ

て
き
た
、
マ
ツ
枯
損
・
衰
弱
木
の
材
片
は
、

「
ベ
ー
ル
マ
ン
法
」（
写
真
1
）
と
「
マ
ツ

材
線
虫
診
断
キ
ッ
ト
」（
写
真
2
）
の
二

つ
の
方
法
に
よ
り
検
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ー
ル
マ
ン
法
は
、
材
片
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
で
包
み
、
水
で
満
た

し
た
漏
斗
（
ろ
う
と
）
に
漬
け
込
む
こ
と

で
、
材
内
の
線
虫
類
を
水
に
抽
出
さ
せ
、

抽
出
液
か
ら
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の

有
無
を
判
別
し
ま
す
。
こ
の
方
法
は
特
殊

な
用
具
が
い
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
一
度

に
大
量
の
サ
ン
プ
ル
検
査
が
可
能
で
す
。

一
方
で
、
材
片
中
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
密
度
が
少
な
い
場
合
や
、
オ
ス
成

虫
や
幼
虫
な
ど
の
区
別
が
難
し
い
個
体
の

み
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に
は
判
定
が
で
き

ま
せ
ん
。

次
に
、
マ
ツ
材
線
虫
診
断
キ
ッ
ト
は
試

薬
を
用
い
て
、
材
片
か
ら
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
溶
か
し
出
し
て
診

断
を
行
う
方
法
で
、
オ
ス
成
虫
や
幼
虫
、

死
ん
だ
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
で
も
判

別
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
一
方
で
診
断

キ
ッ
ト
が
高
価
な
こ
と
、
一
度
に
扱
え
る

材
片
数
が
限
ら
れ
る
と
い
う
短
所
が
あ
り

ま
す
。

３　

直
近
10
年
間
の
分
布
拡
大
経
過

こ
れ
ま
で
に
提
供
さ
れ
た
材
片
調
査
の

位
置
情
報
か
ら
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
平

成
30
年
3
月
ま
で
県
内
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
分
布
拡
大
の
経
過
を
示
し
ま

す
。（
図
）

直
近
10
年
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
分
布
拡
大
の
記
録

写真２　マツ材線虫診断キット

写真１　ベールマン法による抽出状況
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図　平成30年３月までに材片からマツノザイセンチュウが検出された箇所

平成20年3月までに
マツノザイセンチュウが検出された境界

平成20年4月から平成25年3月までに
マツノザイセンチュウが検出された境界

平成25年4月から平成30年3月までに
マツノザイセンチュウが検出された境界

直近10年のマツノザイセンチュウ分布拡大の記録

⑴
平
成
20
年
3
月
ま
で

内
陸
部
で
は
、
盛
岡
市
と
紫
波
町
の

境
界
付
近
、
遠
野
市
宮
守
町
が
先
端
地

と
な
っ
て
お
り
、
沿
岸
部
で
は
、
大
船

渡
市
中
心
部
、
陸
前
高
田
市
と
住
田
町

の
境
界
が
分
布
の
先
端
地
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。（
図
中
点
線
）

⑵
平
成
20
年
4
月
か
ら
5
年
間

内
陸
部
で
は
盛
岡
市
南
部
、
紫
波
町

西
部
と
矢
巾
町
、
遠
野
市
の
中
心
部
で

分
布
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沿
岸
部
の
分
布
に
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
西
和
賀
町
で
飛

び
火
的
な
分
布
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
中
破
線
）

⑶
平
成
25
年
4
月
か
ら
5
年
間

住
田
町
中
心
部
で
分
布
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
盛
岡
市
玉
山
、
宮
古

市
江
繋
、
釜
石
市
、
八
幡
平
市
、
滝
沢

市
、
雫
石
町
、
岩
手
町
、
西
和
賀
町
沢

内
、
九
戸
村
、
一
戸
町
で
飛
び
火
的
な

分
布
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
図
中
実
線
）

⑷
被
害
の
先
端
地
域

内
陸
部
は
、
盛
岡
市
中
心
部
、
遠
野

市
、
沿
岸
部
は
大
船
渡
市
三
陸
町
と
住

田
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飛
び

火
的
な
分
布
地
は
、
幹
線
道
路
沿
い
の

地
域
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
為
的
な
拡
大
が
疑
わ
れ
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

近
年
の
被
害
の
傾
向
で
は
、
飛
び
火
的

被
害
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
地
域
で
は
被
害
の
初
期
対
応
が
重
要

で
す
。
被
害
の
早
期
発
見
に
は
、
多
く
の

方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
の
で
、
マ
ツ
枯

れ
を
見
つ
け
ま
し
た
際
に
は
、
地
元
の
振

興
局
の
林
務
担
当
部
等
に
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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